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令和３年度こども園関係者評価について 
年度末を迎え、今年度の重点目標を評価点検し、次年度に向けての改善策をまとめるこども園関係者評価

を行いました。評価委員の方々よりいただいたご意見を一部紹介します。 

①身近な自然と関わりながら、感じたことを伝え合う機会をもつ。          
 ☆達成状況：ほぼ達成した 

  ★改善の方策 

・気候や環境の移り変わりを感じる時季に、マムシやクマの出没により、散策が難しかった。しかし、安心・安 

全を心掛け、散策の前には下見をし、少しでも多く自然と触れ合えるよう取り組むことができた。保護者・ 

祖父母地域の方々に散策のおすすめの場所を聞く機会を作りたいと思っている。４・５歳児は年に２回環 

境教育活動に取り組み、自然を大好きになってほしいと子ども達に話をしていただいた。 

★関係者評価：◎（適切） 

・コロナ禍やマムシ・クマが出る中で、少しでも自然との関わりができている。子どもが親の知らない花の名 

前を知っていたので、いい活動ができていると思う。 

②様々な人との関わりを通して、自己発揮する子どもを目指す。 
 ☆達成状況：達成した 

  ★改善の方策 

   ・今年度は小学校４年生とお話し広場、中学校３年生とふれあい交流等、絵本の 

読み聞かせや、一緒に遊ぶ交流ができた。子ども達が喜ぶ絵本を児童・生徒が 

選び、読み方も工夫がみられ、子ども達もよく聞いていた。今後も交流していきたい。 

  ★関係者評価：◎（適切） 

   ・ マスクをしていると、表情がわかりにくかったり、声が聞きにくかったりすると思うので、早くマスクを外して 

     絵本が読めるようになればよいと思う。 

③飼育・栽培活動を通して命の大切さや思いやりの心を育てる。  
 ☆達成状況：達成した 

★改善の方策 

・野菜を栽培することによって小動物と関わることも増え、青虫がちょうちょになるまで飼育したり、かたつ

むりの観察をしたり、小動物との関わりを通して、捕まえるだけでなく、命を大切にする気持ちを育んだ。 

・野菜を育て、収穫することを喜び、給食に出してもらうことで苦手な子も頑張って食べていた。 

・実ったすべての野菜を収穫したり、花の種を取ったりすることができなかったので、最後まで子ども達と 

一緒に行うようにする。 

★関係者評価：◎（適切） 

 ・幼児期の間に命の大切さを植え付けることができるとよいと思う。「いただきます。」と言って食べる時に

「命をいただきます。」ということを子ども達に伝えていってほしい。 

④千種町連携一貫教育の中で、小学校、中学校、高等学校や地域とのつながりを大切にする。 
☆達成状況：達成した 

★改善の方策 

  ・連携の行事はいくつか実施することができたので、保護者や地域の方々にも喜んでいただくことができ 

た。しかし、単独ですることによって新たな発見もあり、行事の内容については改善していく。 

★関係者評価：◎（適切） 

・交流授業で小学校の音楽の先生に校歌の指導をしていただくことはできなかったが、 

小学校の校歌に親しむのなら、歌わなくても聴かせてあげるだけでも良いと思う。 

【総合的な学校園関係者評価】 
・本年度も昨年に引き続いて『コロナ禍』での園運営となり、行事や園内での保育にも注意を払うことが必要 

な１年間になったことと思います。その中でも、園内での子どもの様子を伝えることで、保護者も安心してあず 

けることができたことが何よりです。また、千種町内で実施している園小中高一貫教育の取組の中で、園以外 

の学校とも交流がもて、成果が得られました。中でも、マラソン大会を２年ぶりに開催し、地域や保護者に園 

児のがんばる様子を観てもらったことで、園児にも地域にも元気を与えることができました。次年度も生き生 

きと遊ぶ子ども達の育成を望みます。 

以上、ご意見をいただいたことを参考に、来年度も全職員で精一杯取り組んでいきますので、ご支援ご協
力よろしくお願いいたします。                         

  
日に日に厳しい寒さも和らぎ、昼間のポカポカな陽気が春を感じさせてくれます。 

いつもは遊戯室に飾る七段飾りの雛人形ですが、メロン組（５歳児）さんが玄関に飾ってく

れました。子ども達はお雛様の衣装や持ち物を興味津々眺めています。各クラスごとに、年齢

に応じた制作で表情豊かなお雛様が完成しました。子ども達は、自分の頑張ったことを認め

てもらうことで自信をもち、新たな意欲につながります。工夫しているところを認め、伝えてあ

げてください。 

早いもので卒園・進級を迎える頃になりました。心も身体も健やかに、そして、たくましく成

長した子ども達の姿が嬉しく思います。今年度も保護者の皆様をはじめ、地域の皆様の多く

のご支援に心より感謝も申し上げます。日々の教育・保育では、子ども達と一緒に私達職員も

成長していきたいと思います。 

保護者の方々や地域の皆様のご意見、評価委員の方々やこども未来課より賜わったご指

導を次年度へとつなげて、よりよいこども園をめざして改善に努めていきたいと思います。来

年度もよろしくお願いいたします。          

オレンジ・メロン組（４・５歳児） 
当番活動を引き継いでいます 

りんご組（３歳児） 
地域散策に出掛け
ます。春を見つける
ことができたかな？ 

さくらんぼ組（１歳児）オレンジ組（４歳児） 

お雛様を作ってるよ。 
 

もも組（２歳児）   
僕達、私達も、
お雛様に変身。 
 

りんご組（３歳児） 
中学 3 年生のお兄さん、
お姉さんからふれあい交
流で、3・4・5 歳児にプレ
ゼントをいただきました。 
 

いちご組（０歳児）  
お天気の日は園庭
へ Go～！ 
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